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表紙　母の日に見頃を迎えたバラ園
　５月１日から31日までローズヒルあまがせで
開催された春のバラフェア。遊花祭が行われた
13日に約２００品種、２０００株が見頃を迎え、訪
れた人を魅了しました。

特
集

　防
災 

　自助
・
共
助
・
公
助
で
災
害
か
ら
身
を
守
る



公 

助― 市民を
守
る 

―

　
市
は
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

日
頃
か
ら
防
災
の
啓
発
活
動
や
訓
練
、

災
害
対
策
な
ど
を
行
い
、
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
職
員
が
市
役
所

や
現
場
で
情
報
収
集
活
動
等
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
に
は
、
国
や
県
と
協
力
し
な
が

ら
被
害
調
査
や
応
急
復
旧
、
被
災
者
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
取
組

を
行
い
、
市
の
「
防
災
力
」
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

■
想
定
外
へ
の
対
応

　
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
の
被
害
は
、
国
・
県
・
市
町
村
に
と

っ
て
も
想
定
外
の
甚
大
さ
で
あ
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
現
在
、
市
の
防
災

対
応
や
組
織
、
市
民
が
担
う
べ
き
役
割

な
ど
を
定
め
る
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
へ

の
対
策
を
練
り
直
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
地
域
防
災
計
画
は
、
平
成
24
年
度
中

に
策
定
予
定
で
す
。

■
災
害
備
蓄
拠
点
の
整
備

　
災
害
時
に
供
給
す
る
生
活
必
需
品
や

食
料
な
ど
の
備
蓄
品
を
、
今
ま
で
は
市

役
所
本
庁
舎
に
集
中
的
に
配
備
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
大
規
模
災
害
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

備
蓄
品
の
被
災
地
で
の
迅
速
な
供
給
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
災

害
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
等
に
よ
り
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
に
対
し

迅
速
に
応
急
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
最
低
限
の
生
活
必
需
品
や
資
機
材
等

の
備
蓄
品
を
分
散
し
て
配
備
す
る
災
害

備
蓄
拠
点
の
整
備
を
今
年
度
か
ら
行
い

ま
す
。

　
整
備
は
孤
立
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

域
を
中
心
に
行
い
、
被
災
地
域
で
の
よ

り
迅
速
な
備
蓄
品
の
供
給
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

■
情
報
を
即
時
に
伝
え
、

　
住
民
の
災
害
対
応
へ
の
判
断
を
促
す

　
住
民
へ
の
防
災
情
報
等
の
提
供
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
市
で
は
、
３
月
か
ら

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信
を
始
め
て
い

て
、
６
月
１
日
か
ら
は
ひ
た
防
災
メ
ー

ル
の
配
信
も
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
メ
ー
ル
で
市
民
の
判
断
材

料
と
な
る
情
報
を
提
供
し
、
被
害
の
未

然
防
止
や
軽
減
を
図
り
ま
す
。

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は

　
避
難
準
備
や
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

な
ど
の
緊
急
時
の
情
報
の
み
を
、
市
内

の
携
帯
電
話
基
地
局
エ
リ
ア
の
範
囲
内

に
あ
る
携
帯
電
話
に
一
斉
に
配
信
す
る

メ
ー
ル
で
す
。（
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
携
帯
電
話
の
機
種
に
よ
っ
て

は
受
信
設
定
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
通
信
料
は
無
料
で
す
）

・
ひ
た
防
災
メ
ー
ル
と
は

　
気
象
警
報
や
地
震
情
報
な
ど
、
警
報

の
発
令
か
ら
段
階
的
に
防
災
に
関
す
る

情
報
を
配
信
す
る
メ
ー
ル
で
す
。

　
こ
の
メ
ー
ル
は
、
配
信
を
希
望
す
る

人
が
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

送
信
さ
れ
ま
す
。（
登
録
は
無
料
で
す
）

登
録
方
法
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
守
り
た
い
も
の
を

　
　
ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
の
だ
ろ
う

　
災
害
時
に
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
自

助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助

け
合
う
「
共
助
」
が
最
も
大
き
な
力
に

な
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
は
落
ち

着
い
て
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を
優
先

し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
自
身
が
け
が
を

し
た
り
、
命
を
落
と
し
た
り
す
れ
ば
周

り
の
人
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
助
」
あ
っ
て
の
「
共
助
」
で
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
を
「
日
田
市
防
災
週
間
」
と
定

め
、
改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
対
策
は
、
災
害
が
起
こ
っ
て
か

ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」「
ご
近
所
と
力

を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て

考
え
、
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
防
災
」
を
「
忘
災
」
せ
ず
、
ふ
だ

ん
か
ら
災
害
を
想
定
し
た
意
識
と
備
え

を
持
つ
こ
と
。
防
災
週
間
を
機
会
に
、

あ
な
た
も
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
問
合
せ
】
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

地震発生
災害発生

緊急地震速報

災害・避難情報

気象庁

自治体
エリアメールセンター

メッセージ

該当エリア

※受信設定、着信音等については、下記ＵＲＬで確認できます。
　ＮＴＴドコモ　　http://www.nttdocomo.co.jp/service/safety/areamail/
　ａｕ　　　　　　http://www.au.kddi.com/notice/kinkyu_sokuho/
　ソフトバンク　　http://mb.softbank.jp/mb/service/urgent_news/
※エリアメールはメールアドレスを用いず、配信エリア内の対応携帯電話に一斉に配信する仕
　組みのため、観光や仕事等で日田市を訪れた人にも送信されます。

▼「ひた防災メール」の登録方法

空メールを送信１
携帯電話のカメラ機能で、右
記の２次元コードを読み取
り、空メール（件名／本文を
入力しないメール）を送信し
てください。
※下記のＵＲＬからも空メール
送信用サイトにアクセスでき
ます。

http://www.bosaiinfo.jp/hitacity
/mobile/index.cgi

登録フォームで
配信情報を確認３

・地震情報…市内で震度１以上
・気象警報…市内に発表され
た全警報

・市からのお知らせ…災害情
報、避難に関する情報

※配信情報は随時変更します。

登録画面へ
　　アクセス２

空メールを送ると、「ひた防
災メール」というメールが届
きます。

受信メール
2012/6/1 00:00
from:hitashi@jijo.bosai.info
sub:ひた防災メール

以下のＵＲＬから登
録・変更・解除を行
ってください。
http://jijopush.bosa
i.info/regist?service
=XXXXXXXXXX…

ＵＲＬをクリック
※Ｗｅｂページにアクセス
します。

登録完了４
登録の変更・解除をする場合
は登録時と同様、上記の２次
元バーコードを読み取り、変
更・解除手続を行ってくださ
い。

ひた防災メール
（サンプル）
■設定
▼地震情報
　（市内で震度１以上）
▼気象警報
　（市内に発表された全警報）
▼市からのお知らせ

設定送信

ひた防災メール
気象警報
○年○月○日
○時○分
警報注意報が発表されま
した
<大分県日田市>
大雨警報、洪水警報
詳細はこちらから確認し
てください。
http:………………………

※登録前の事前確認 （迷惑メール防止機能の確認）
　迷惑メール防止機能を使っている人は、登録をする前に、
@jijo.bosai.infoのドメインからメールが受信できるように
設定を確認してください。設定方法は、各プロバイダー及
び各携帯電話会社にご確認ください。

※登録は無料ですが、登録に関わる通信料及びメール受信に
関わる通信料は利用者負担です。

※ひた防災メールは情報配信のみで、問合せ・返信には対応
できません。

※平常時は防災行政無線の放送内容などを配信します。

ひた防災メール

登録情報を更新しま
した

設定送信をクリック

こんなメールが届きます 利用上の注意
気象警報の場合は、右記のよ
うなメールが届きます。

sub:気象警報（サンプル）

２次元バーコードは
こちら

▼緊急速報「エリアメール」の仕組み

ぼ
う
さ
い
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防災士は、阪神・淡路大震災をきっかけに、地域防災
力の向上を担う民間の防災リーダーを育成することを目
的に誕生しました。それは、消防や行政の手が届く前
に、防災の知識がなかったために助かる人も助からなか
ったという現実があったからなんです。おそらく、昨年
の東日本大震災でも同じようなことがあったかもしれま
せん。
　防災士は、防災意識の啓発や普及、減災に向けた取組
が主な活動になりますが、資格取得の講習では、避難所
の本部、仮設トイレ、救援物資等の設置箇所や運営方法
など、実際の災害時に考えられることを具体的に学ぶこ

ともできました。現在、市内で
は資格を取得している方は15人
ほどです。
　多くの方がこの資格に興味を
持ち取得をすることで、地域で
の協力体制やネットワークが広
がり、地域防災力の向上にもつ
ながると思います。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ／防災士 日髙泰光さん

防 
災

6月1～7日
「日田市防災週間」

自
助
・
共
助
・
公
助
で
災
害
か
ら
身
を
守
る

　
今
年
も
迎
え
る
本
格
的
な
梅
雨
期
。
長
雨
や
集

中
豪
雨
に
よ
っ
て
最
も
災
害
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。
特
に
、
山
林
に
囲
ま
れ
た
日
田
市
で
起

こ
り
や
す
い
土
砂
災
害
は
、
安
全
と
思
っ
て
い
て

も
急
激
に
状
況
が
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
、
日
頃

か
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
防
災
の
重
要
性
を

更
に
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
は
、
自
助

（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）
・
共
助
（
地
域
を

地
域
の
皆
さ
ん
で
守
る
）
・
公
助
（
行
政
機
関
が

市
民
の
安
全
を
守
る
）
と
い
う
３
つ
の
守
り
が
大

切
で
す
。

　
ま
ず
は
自
助
。
自
分
の
安
全
は
自
分
で

守
る
と
い
う
の
が
防
災
対
策
の
基
本
で
す
。

■
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意

　
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
直
ち
に
避
難
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
を
常
備
し
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
非
常
持
ち
出
し
品
は
、
避
難
時
に
両

手
が
使
え
る
よ
う
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
お
く
と
便
利
で
す
。

■
家
族
で
防
災
会
議
を

　
突
然
襲
う
こ
と
も
あ
る
災
害
時
に
家
族

全
員
が
一
緒
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
ふ

だ
ん
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
災
害
時
に
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
あ
ら
か
じ
め
災
害
に
遭
っ
た
場
合
に
ど

う
行
動
す
る
の
が
よ
い
の
か
、
避
難
ル
ー

ト
は
ど
う
す
べ
き
か
、
安
否
確
認
の
方
法

な
ど
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
住
宅
の
耐
震
診
断
を
活
用

　
家
具
の
転
倒
防
止
だ
け
で
な
く
、
必
要

な
場
合
は
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
耐
震
診
断
・
改

修
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
建
築
住
宅
課
（
☎
㉒
８
２
２
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
気
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
情
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

― 

身
を
守
る 

―

□携帯ラジオ（小型で薄く、ＦＭとＡＭの両方が聞けるもの）

□懐中電灯（一人に一つ準備しておくと便利です。ＬＥＤ式も長持ちします）

□貴重品（現金や通帳、印鑑、健康保険証など。10円硬貨も公衆電話の利用に便利です）

□救急医薬品（消毒薬やばんそうこう、風邪薬、胃腸薬など。常備薬が必要

　な人は忘れずに）

□非常食（かんぱんや缶詰など、調理をせずに食べられるもの）

□飲料水（ペットボトル入りが便利です）

□その他（タオル・軍手・ビニール袋・ティッシュ…）　

自 

助

共 

助

― 

災
害
に
屈
し
な
い
地
域
へ 

―

　
地
域
を
地
域
で
守
る

　
災
害
発
生
時
、
警
察
や
消
防
な
ど
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
現
場
で

い
ち
早
く
対
応
で
き
る
の
が
地
域
。
そ

の
連
携
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
す
。

　
「
守
ら
れ
る
」
か
ら
「
守
る
」
地
域

づ
く
り
へ
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が

「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。
自
治
会
な

ど
の
単
位
で
結
成
さ
れ
、
互
い
に
助
け

合
う
仕
組
み
を
作
り
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
活
動
す
る
防
災
の
組
織
で
す
。
東

日
本
大
震
災
や
度
々
起
こ
る
豪
雨
災
害

で
も
、
近
所
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
を

し
た
り
避
難
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、

多
く
の
地
域
で
自
主
防
災
組
織
が
重
要

な
働
き
を
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
市
に
も
自
治
会
単
位
で
組
織
さ
れ
る

自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、
定
期
的
な
防

災
訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
互
い
に
助
け
合
う
「
共

助
」
の
地
域
づ
く
り
。
皆
さ
ん
も
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
支
援

　
地
域
に
「
防
災
」
に
つ
い
て
の
知
識

を
備
え
た
人
が
い
れ
ば
、
地
域
の
防
災

力
は
高
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
「
防
災
」
の
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
た
人
を
防
災
士
と
い
い
ま

す
。
社
会
の
様
々
な
現
場
で
の
減
災
と

防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
十
分
な
意
識
・
知

識
・
技
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
し

た
人
た
ち
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
「
防
災
士
」
を
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
位
置
付
け
、
資
格

取
得
に
対
す
る
支
援
を
今
年
度
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　
防
災
士
に
は
、
①
行
政
・
消
防
・
警

察
・
自
衛
隊
等
に
よ
る
公
的
支
援
・
救

援
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
被
害
拡
大

の
軽
減
②
避
難
や
避
難
所
の
運
営
な
ど

に
あ
た
り
、
地
域
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
と
協
働
し
て
行
う
災
害
発

生
後
の
被
災
者
支
援
活
動
③
平
常
時
の

防
災
意
識
の
啓
発
、
自
助
・
共
助
活
動

の
訓
練
な
ど
、
様
々
な
役
割
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
屈
し
な
い
自
分
た
ち
の
地
域

を
作
る
た
め
に
、
防
災
士
の
資
格
を
取

得
し
ま
せ
ん
か
。

　
取
得
方
法
や
取
得
に
関
す
る
助
成
な

ど
、
詳
細
は
防
災
・
危
機
管
理
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
近
く
の
避
難
場
所

　
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、
市
で

は
小
学
校
体
育
館
や
地
区
公
民
館
な
ど

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
と
、
ど
の
避

難
場
所
に
避
難
す
る
の
か
を
事
前
に
確

認
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
や
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
は
、

特
に
早
め
の
行
動
が
必
要
で
す
。
　

※
避
難
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

防
災
・
危
機
管
理
室
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
現
在
、
市
で
は
避
難
場
所
の
見
直
し

　
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
直
し
後
の
避

　
難
場
所
は
、
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＣＨＥＣＫ　　～非常持ち出し品を確認してみよう！～
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平
成
24
年
度
の
市
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　市
県
民
税
が
決
定

　
平
成
23
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
平
成

24
年
度
の
市
県
民
税
（
住
民
税
）
が
決
定

し
ま
し
た
。
納
付
書
で
納
税
す
る
人
や
口

座
振
替
を
利
用
す
る
人
（
普
通
徴
収
該
当

者
）
又
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

人
（
年
金
特
別
徴
収
該
当
者
）
に
、
納
税

通
知
書
を
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　市
県
民
税
を
納
め
る
人

（
納
税
義
務
者
）

　
平
成
23
年
中
の
所
得
が
一
定
基
準
以
上

あ
る
人
で
、
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

・
市
内
に
居
住
す
る
人

　
　
　
　
　
　
均
等
割
＋
所
得
割
を
納
税

・
市
内
に
住
所
は
な
い
が
、
事
務
所
、
事

業
所
又
は
家
屋
敷
が
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均
等
割
を
納
税

　
　税
額
の
計
算
方
法

　
市
県
民
税
は
納
税
義
務
者
ご
と
に
計
算

し
ま
す
。
納
税
義
務
者
が
等
し
く
負
担
す

る
「
均
等
割
」
と
、
納
税
義
務
者
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
と

の
合
計
額
が
、
市
県
民
税
と
な
り
ま
す
。

・
一
般
的
な
税
額
の
算
出
方
法

　
　市
県
民
税
が
減
免
さ
れ
る
人

　
市
県
民
税
の
減
免
は
、
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
減
免
の
可
否
が
決
定
さ
れ
、
次

に
該
当
す
る
人
が
申
請
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
人

・
平
成
24
年
中
に
所
得
が
全
く
な
く
な
っ

た
た
め
、
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
人
又
は
こ
の
状
況
に
準
じ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

・
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

に
な
っ
た
人

※
減
免
申
請
を
す
る
人
は
、
納
期
限
の
７
日
前

ま
で
に
、
減
免
申
請
書
と
そ
の
理
由
を
証
明

す
る
書
類
を
税
務
課
市
民
税
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　異
議
の
申
立
て

　
課
税
内
容
に
異
議
の
あ
る
人
は
、
納
税

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
翌
日
か
ら
60
日
以

内
に
異
議
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
　納
期
限

　
市
県
民
税
の
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所得割
所得金額に
応じて負担

市県民税
一人当たりの税額

均等割
納税義務者が
等しく負担

市税：３,０００円
＋

県税：１,５００円

所得割の計算方法
所得割＝課税所得×10％－税額控除額

調整控除
１．課税所得が２００万円以下の人
　　①、②いずれか小さい額の５％
　　①所得税と人的控除の差の合計額
　　②課税所得額
２．課税所得が２００万円を超える人
　　｛人的控除の差の合計－（課税所得－
　　　２００万円）｝×５％
　※ただし、この金額が2,500円未満のときは2,500円。
※税額控除には、調整控除以外に配当控除や寄附

金控除等があります。

課税所得＝平成23年の所得金額－所得控除
（所得控除は、左ページの表を参照）
※所得金額とは、収入金額から必要経費（給
与所得控除額、公的年金等控除額）などを
差し引いた額。

市税６％
＋

県税４％

第１期納期
７月２日

第３期納期
11月30日

第２期納期
10月１日

第４期納期

平成25年
１月31日

納付書を一括発送します
　これまで納期ごとに送付して
いた納付書は、納税通知書を発
送する際、全納期（４期）分
を一括して同封します。
　第２期以降分の納付書は大切
に保管し、各納期限までに納付
してください。

■所得控除一覧
▼人的控除

基礎控除
 配偶者控除
 　　　一般 
 　　　70歳以上
 配偶者特別控除（最高額）
 扶養控除
 　　　一般（16歳以上19歳未満、23歳以上70歳未満）
 　　　特定（19歳以上23歳未満）
 　　　老人（70歳以上）
 　　　同居老親（70歳以上）
 障害者控除
 　　　普通 
 　　　特別 
 　　　同居特別
 寡婦控除
 　　　一般 
 　　　特別（子供を扶養）
 寡夫控除（子供を扶養）※所得制限があります。
 勤労学生控除（本人が勤労学生）

33万円
 
33万円
38万円
33万円
 
33万円
45万円
38万円
45万円
 
26万円
30万円
53万円
 
26万円
30万円
26万円
26万円

（５万円）
 
（５万円）
（10万円）
（５万円） 
 
（５万円）
（18万円）
（10万円）
（13万円）
 
（１万円）
（10万円）
（22万円）
 
（１万円）
（５万円）
（１万円）
（１万円）

38万円
 
38万円
48万円
38万円
 
38万円
63万円
48万円
58万円
 
27万円
40万円
75万円
 
27万円
35万円
27万円
27万円

▼その他の控除
控除額

  
（支払った医療費－保険等の補てん金額）－｛（総所得
金額の５％）又は（10万円）のいずれか少ない金額｝

国民健康保険、後期高齢者保険料、介護保険料、雇用保 
険、国民年金、厚生年金などの支払金額

［一般の生命保険料を計算式に当てはめた金額］＋［個人
年金保険料を計算式に当てはめた金額］
　１万５,０００円まで…支払った保険料
　４万円まで…支払った保険料の２分の１＋７,５００円
　７万円まで…支払った保険料の４分の１＋１万７,５００円
　７万円超え…３万５,０００円
  
  
［地震保険料を計算式に当てはめた金額］＋［旧長期損害
保険料を計算式に当てはめた金額］
　・地震保険料…支払った保険料の２分の１
　・旧長期損害保険料
　　５,０００円まで…支払った保険料
　　１万５,０００円まで…支払った保険料の２分の１ 
 　　　　　　　　　　　　　　　　  ＋２,５００円
　　１万５,０００円超え…１万円

地震
保険料控除

医療費控除

生命
保険料控除

社会
保険料控除

【問合せ】税務課市民税係　☎２２‐８３９６（市役所１階）

納期限内での納付をお願
いします

　市税は、納期限までに自主的に納
めることになっています。納期限を
過ぎても納付がない場合は、納期限
後20日以内に督促状を発送します。
督促状を発送した場合、地方税法及
び市税条例の規定に基づく督促手数
料（１００円）と延滞金が加算され、
滞納となった場合は財産等の差押え
を行うことがあります。
　市税の滞納は、納税者にとって不
利益になるだけでなく、滞納整理に
も費用が掛かるため、市の大きな損
失にもなります。市税を有効に活用
するためにも、必ず納期限までに納
めてください。
　事情により納税ができない場合な
ど、納税についてのご相談は税務課
納税係（☎㉒８２０５）にご連絡く
ださい。

　　　　　　　　　で納付できます
　４月から、全国23系列のコンビニ
エンスストアで市税等が納付できま
す。
　納付できる納付書には、バーコー
ドが印字されています。

※こんな場合はコンビニエンスストアで

は納付できません。

・バーコードの印字がない納付書や破損
等でバーコードを読み取ることができ
ないとき

・納付書１枚当たりの金額が30万円を超
えるとき

・金額を訂正したとき
・納期限を過ぎたとき

コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア

住民税の
控除額

所得税の
控除額

人的控除の
差額
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市政情報ピックアップ

【問合せ】学校教育課指導係☎㉒８２２１

【問合せ】人権・同和教育室指導調査係☎㉒８２３６

【問合せ】市民活動推進課活動支援係☎㉒７５１５

第１回ＮＰＯ協働推進講座

▶とき　６月14日㈭　午後７時～９時
▶ところ　市役所７階中会議室
▶対象　市内で活動している団体又はまちづくり 
　　　　活動に興味がある人
▶内容
・平成23年度市民サービス推進事業パートナー制
度実績報告
・第１回ＮＰＯ協働推進講座「ＮＰＯの基礎講座」
　団体運営のコツ「ヒト・モノ・カネを動かすに
は～ＮＰＯ組織運営のプロに学ぶ～」
　講師：舫ワークス有限会社　岡 裕二氏
▶参加費　無料
▶定員　25人（申込み多数の場合は抽選）
▶申込方法　電話で申込み　※電子申請有り。
▶申込期限　６月11日㈪
※ＮＰＯ協働推進講座は全４回開催します。

　市内の小学校６年生を対象に、鹿児島県屋久島
町で交流事業を行います。この夏、世界自然遺産
の島「屋久島」で楽しい思い出と新しい友達を作
ってみませんか。
※㈳日田青年会議所ひとづくり委員会と市の協働事業と
して実施します。

▶とき　７月26日㈭～29日㈰（３泊４日）
▶ところ　鹿児島県屋久島町内
▶宿泊施設　屋久島環境文化研修センター
▶参加費　一人１万３,０００円（研修材料費等を含む）
▶対象　小学校６年生（ただし、前津江小学校の
小学生は、同様の事業を実施しているため除く）

▶募集数　40人（申込み多数の場合は抽選）
▶申込方法　電話で申込み　※電子申請有り。
▶申込期限　６月22日㈮　午後６時
※７月11日に参加者及び保護者への説明会を行いますの
で、その際に参加費を持参してください。

▶とき　６月17日㈰　午後１時30分～３時
▶ところ　有田小学校体育館
▶内容　人権コンサート（歌と語り）
　「生まれてきてくれてありがとう」
　歌手：monさん
▶参加費　無料
※事前の申込みは不要です。
※当日は、有田小学校でオープンスクールを実施してい
ます。

お知らせ
教育を考える週間（春）オープンスクールを実施

 学校での子供たちの様子を市民の
皆さんに知っていただくため、市内
の全ての小・中学校でオープンスク
ールを実施します。
　お住まいの校区以外に、他の校区
の学校も自由に参観できますので、
この機会に是非ご覧ください。

▶参観時間　各校とも当日の始業時 
　　　　　　から終業時まで
▶参観内容　平常授業、各種行事
　　　　　　（親子ふれあい等）
※行事内容の記載がない学校は、通常の
授業です。各種行事の詳しい日程は、
直接、学校にお問い合わせください。
※参観の際は、各学校の受付で記名をお
願いします。

講　座

「生まれてきてくれてありがとう」
人権コンサート

イベント

 実施日
６月８日㈮
６月11日㈪
６月12日㈫

６月13日㈬
６月14日㈭
６月15日㈮

６月17日㈰

６月19日㈫
６月21日㈭
６月22日㈮
６月24日㈰
６月29日㈮

実施校（内容）
都築小（平常授業・梅ちぎり）
北部中
日隈小（平常授業・図書集会）、鎌手小（平常授業・親子食育講演  
会）、三隈中、五馬中
東部中
戸山中、東有田中（平常授業・部活動）
若宮小、小野小、前津江中、光岡小（平常授業・人権学習講演会）、
大山小（平常授業・親子人権講演会）、朝日小（平常授業・学級活
動）、大明小（平常授業・学習発表会）
桂林小（平常授業・大分県庁吹奏楽団コンサート）、三芳小（全校朝  
会・平常授業）、高瀬小（平常授業・心臓蘇生法講習会）、有田小 　          
（平常授業・人権コンサート）、石井小（平常授業・育友会主催行事）
三和小（平常授業・道徳授業）
津江小、東渓小、津江中、大山中
咸宜小、大明中、東渓中
いつま小（平常授業・救急救命法講習会）
南部中（平常授業・オペラユニットの演奏鑑賞）

▼実施日および実施校一覧

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

募　集
屋久島町子ども交流事業参加者募集

とき

26日㈭

行程

27日㈮

28日㈯

29日㈰
環境文化研修センター（9：00発）→　屋久島宮
之浦港（10：45発）→　鹿児島本港南埠頭（12：30
着）→　日田市役所（17：00頃着）

日田市役所（7：30発）→　鹿児島本港南埠頭
（13：10発）→　屋久島宮之浦港（14：55着）→
環境文化研修センター（16：00着）

自然観察活動を始めとする研修等

〃

春の叙勲
　国家や公共のために功績のあった方に贈られる
春の叙勲が発表されました。市内では、次の３名
の方々が晴れの受章に輝きました。

室原 基樹さん
（71歳・高瀬本町）

 むろはら　　　  もとき

旭日小綬章
地方自治功労

佐藤 一利さん
（71歳・前津江町赤石）

  さとう　　  　かずとし

瑞宝単光章
消防功労

水嶋 準一郎さん
（73歳・清岸寺町）

 みずしま　　　 じゅんいちろう

瑞宝双光章
消防功労

春
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

もやい

【問合せ】ひたブランド推進課流通対策係☎㉒８２２４

第４回大丸・日田展
 新規出店希望者説明会

　毎年、博多大丸福岡天神店で開催している「大丸・
日田展」を、今年度も平成25年１月に行う予定です。
　新規出店を希望する事業所を対象に説明会を開
催しますので、希望する人はご参加ください。

▶とき　６月26日㈫　午後３時～
▶ところ　市役所５階５０１会議室
▶出店条件　
　市内で営業を行っていて、大丸・日田展開催期
間中（準備を含めた７日間程度）、人員を派遣す
ることができる事業所

▶申込方法　電話で申込み
▶申込期限　６月21日㈭

募　集

【問合せ】市民課窓口サービス係☎㉒８２０４

外国人住民の皆さんへ「仮住民票」の確認を

　７月９日から外国人登録法が廃止になり、外国
人住民の皆さんにも住民票が作成されます。
　現在登録されている外国人住民の人に「仮住民
票記載事項通知書」を送付していますので、内容
を確認してください。
▶手続の方法　送付された「仮住民票」に誤りが
なければ、手続は不要です。「仮住民票」の内容
に不明な点や誤りがあった場合は、６月29日ま
でに市民課窓口に届け出てください。届出の際
は、外国人登録証及び旅券（所持者のみ）を持
参してください。

A New Resident Registration System for foreign 
residents will begin on 9th of July, and foreign residents 
will be issued a Residence Card (Juminhyo). A copy of 
"Notification of Entries on the Provisional Resident 
Records" has been sent to foreign residents currently 
residing in Japan, so please check the contents. 
▶Method of Procedure　If there is no error in the 
"Provisional Resident Records" that has been sent to 
you, there is no need to proceed with the procedure. 
However if there is uncertainty or error in the 
"Provisional Resident Records" please submit the 
document to your local municipality by 29th of June. 
When you submit the documents, please provide the 
Foreign Registration Card and the passport (of the 
owner of the documents).

お知らせ
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※電子申請有り・・・市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。
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くらしの情報Information ６.１ 次回の広報ひた６月 15日号は、６月 15 日㈮に発送します。

■
対
象
　
か
つ
て
水
俣
湾
や
阿
賀

野
川
で
メ
チ
ル
水
銀
に
汚
染
さ

れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん
食
べ

た
人
で
、
水
俣
病
に
も
見
ら
れ

る
症
状
（
両
手
足
の
先
の
方
の

感
覚
が
鈍
い
な
ど
）
が
あ
る
人

■
申
請
受
付
期
限
　

　
７
月
31
日
㈫

問
熊
本
県
水
俣
病
保
健
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
０
６

　
鹿
児
島
県
環
境
林
務
課

　
☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
８
４

　
新
潟
県
生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
４

ダ
ム
の
放
流
時
に
は
注
意
を

 

・
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
川
の
水

が
増
え
ま
す
の
で
、
サ
イ
レ
ン

が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
に
川
か
ら
上

が
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
明
・
高
瀬
川
ダ
ム
放
流
中
は
、

電
光
表
示
盤
が
点
灯
し
ま
す
。

放
流
中
に
水
泳
や
魚
釣
り
等
、

川
岸
で
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。

・
川
岸
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
、

川
原
に
車
、
船
な
ど
を
置
い
て

い
る
人
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
九
州
電
力
㈱
日
田
土
木
保
修
所

☎
57
３
６
１
５

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

　
平
成
23
年
度
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
へ
の
相
談
件
数
は
１
５
２
件

で
、
相
談
者
は
約
６
割
が
50
歳
代

以
上
で
し
た
。
相
談
内
容
は
、
多

重
債
務
・
未
公
開
株
等
の
投
資
・

商
品
等
の
解
約
・
訪
問
販
売
の
順

に
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
や
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
し
て
困

っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
消
費
生
活
相
談

室
（
市
役
所
地
下
）
で
、
相
談
員

が
相
談
を
受
け
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
消
費
生
活
・

　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）

間
伐
等
の
補
助
金
制
度
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
国
、
県
及
び
市
で
は
、
森
林
環

境
の
向
上
を
目
的
に
、
森
林
の
間

伐
や
作
業
道
の
整
備
な
ど
を
対
象

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
国
及
び
県
の
補

助
制
度
の
改
正
に
伴
い
、「
森
林

経
営
計
画
」
の
認
定
を
受
け
て
い

る
森
林
に
限
り
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
森
林
組
合
や
林
業

事
業
体
等
に
作
業
や
補
助
金
の
申

請
事
務
を
委
託
し
て
い
た
人
も
新

規
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
委

託
先
又
は
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
西
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎
茸
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養

 

　
今
年
度
か
ら
、
愛
玩
飼
養
を
目

的
に
メ
ジ
ロ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
メ
ジ
ロ
を
飼
養
し
て
い
る
場

合
は
、
更
新
手
続
が
必
要
で
す
。

■
更
新
手
続
に
必
要
な
も
の 

　
飼
養
更
新
許
可
申
請
書
、
旧
飼

養
登
録
票
（
大
・
小
）、
印
鑑
、

更
新
手
数
料
（
３
４
０
０
円
）

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

（
日
田
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
主
催
） 

６
月
12
日
㈫

・
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
昼
継
続
）

　
　
パ
ト
リ
ア
日
田

・
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
　
サ
ニ
ー
日
田
店

（
日
田
ロ
ー
タ
リ
ー
主
催
）

６
月
13
日
㈬

・
午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
昼
継
続
）

　
　
パ
ト
リ
ア
日
田

・
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
０
時
30
分
〜
４
時

　
　
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

・
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
九
州
電
力
㈱
日
田
営
業
所

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃

薬
を
除
く
）
を
服
用
し
た
人
、
70

歳
以
上
の
人
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

問
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、  

　
　
　 

６
月
中
に
提
出
を

　
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
は
児
童

手
当
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
３
月
31
日
時
点
で
子

ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
た
人
に

は
、
６
月
中
旬
ま
で
に
必
要
な
書

類
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
方
法
　
送
付
さ
れ
た
書
類

等
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送

■
提
出
期
限
　

　
６
月
30
日
㈯

※
こ
ど
も
未
来
室
、
各
振
興
局
の
窓

口
で
も
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
公
務
員
は
勤
務
先
で
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
中
の
所
得
の
修
正
申
告

を
し
た
人
は
、
支
給
額
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
届
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が

あ
る
場
合
で
も
10
月
に
支
給
す
る

児
童
手
当
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成
24
年
10
月
支
給
分
か
ら
児
童

手
当
に
所
得
制
限
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

６
月
は
子
ど
も
手
当
・
児
童
手
当

の
支
給
月

　
子
ど
も
手
当
の
２
・
３
月
分
と

児
童
手
当
の
４
・
５
月
分
を
支
給

し
ま
す
。

■
振
込
日
　

　
６
月
５
日
㈫

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

歯
周
疾
患
検
診
の
実
施

■
対
象
　

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
40
歳
・

50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
人

■
実
施
期
限
　

　
12
月
末
日
ま
で

■
受
診
料
　
７
５
０
円

■
申
込
方
法
　
健
康
保
険
課
に
電

話
で
申
込
み

※
検
診
は
、
市
内
30
の
協
力
歯
科
医

院
で
行
い
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

の
び
の
び
発
達
相
談

（
子
供
の
発
達
相
談
会
）

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
６
月
29
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
相
談
員
　
保
育
士
、
臨
床
心
理

士
、
保
健
師

■
対
象
　

　
就
学
前
の
乳
幼
児

■
内
容
（
電
話
予
約
が
必
要
）

・
動
き
が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が

強
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
な
ど
子
供
へ
の
関
わ
り
方
に

関
す
る
相
談

・
子
供
の
発
達
や
子
育
て
に
関
す

る
相
談

■
申
込
期
限
　
６
月
15
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

児
童
相
談
会
を
実
施

家
庭
指
導
相
談
室
移
動
相
談
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
第
１
・
２
・
３
月
曜
日

　
（
月
３
回
、
祝
日
を
除
く
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階

■
相
談
員
　
家
庭
相
談
員

■
内
容
　

　
育
児
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
、

児
童
虐
待
等
に
関
す
る
相
談

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

中
津
児
童
相
談
所
移
動
相
談
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
６
月
14
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
大
分
県
西
部
保
健
所

■
対
象
　

　
中
津
児
童
相
談
所
へ
の
来
所
が

困
難
な
児
童
及
び
保
護
者

■
内
容
　

　
心
理
判
定
や
各
種
相
談

■
申
込
方
法
　

　
大
分
県
中
津
児
童
相
談
所
（
☎

０
９
７
９
‐
２
２
‐
２
０
２
５
）、

大
分
県
西
部
保
健
所
（
☎
㉓
３

１
３
３
）
又
は
左
記
に
申
込
み

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

第
３
回
ふ
る
さ
と
日
田
大
屋
台
村

　
　
　
　
　
　 

出
店
者
募
集

■
と
き
　

　
10
月
６
日
㈯
〜
８
日
㈷

■
と
こ
ろ
　

　
中
央
公
園
（
パ
ト
リ
ア
日
田
前
）

■
出
店
条
件
　

　
市
内
で
食
に
関
す
る
商
売
を
し

て
い
る
人
又
は
団
体

※
販
売
単
価
は
、
原
則
３
０
０
円

（
上
限
５
０
０
円
）、
農
産
品
・
加

工
品
は
自
由
。

■
募
集
数
　

　
40
店
舗
程
度

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委

員
会
が
選
考
。

※
登
録
料
、
負
担
金
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法
　
電
話
又
は
日
田
商

工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.hitacci.com

/

）

　
で
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
実
行

委
員
会
事
務
局
に
申
込
み

■
申
込
期
限
　
６
月
15
日
㈮

問
食
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局

（
日
田
商
工
会
議
所
内
）

　
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
40
回
町
内
対
抗
ナ
イ
タ
ー 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
と
き
　

　
７
月
17
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈮

■
と
こ
ろ
　
市
内
４
会
場
（
開
会

式
は
中
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

■
参
加
資
格
　

　
参
加
す
る
町
内
に
居
住
し
て
い

る
人
で
編
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

■
チ
ー
ム
構
成
　

　
自
治
会
単
位
で
、
監
督
、
女
性

２
人
以
上
を
含
む
25
人
以
内

（
30
歳
未
満
２
人
、
30
歳
代
２

人
、
40
歳
代
３
人
、
50
歳
以
上

１
人
、
女
子
選
手
１
人
が
常
時

出
場
で
き
る
こ
と
が
条
件
）

■
申
込
方
法
　
自
治
会
に
配
布
し

た
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
限
　

　
６
月
22
日
㈮
　
午
後
５
時

問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
中
央
公
民
館
内
）

平
成
25
年
度
交
通
遺
児
育
英
会

高
校
奨
学
生
（
無
利
子
）
募
集

■
応
募
資
格

①
平
成
25
年
４
月
に
高
校
、
高
専

に
進
学
予
定
の
中
学
校
３
年
生

及
び
短
大
・
大
学
・
大
学
院
・

専
修
学
校
及
び
こ
れ
と
同
等
の

各
種
学
校
に
進
学
予
定
の
人

②
現
在
、
高
校
・
高
専
・
短
大
・

大
学
・
大
学
院
・
専
修
学
校
及

び
こ
れ
と
同
等
の
各
種
学
校
に

在
学
し
て
い
る
人

※
保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後
遺

障
が
い
の
た
め
に
働
け
ず
、
経
済

的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学
生

で
あ
る
こ
と
。（
申
込
み
時
に
29
歳

ま
で
の
人
）

■
募
集
期
限

①
予
約
募
集

〈
高
校
・
高
専
〉
　

（
第
１
次
）
９
月
30
日
㈰

（
第
２
次
）
平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

〈
短
大
・
大
学
〉
　

（
第
１
次
）
９
月
20
日
㈭

（
第
２
次
）
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

〈
大
学
院
〉
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

〈
専
修
学
校
等
〉

　
平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

②
在
学
募
集

〈
高
校
・
高
専
〉

　
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭

〈
短
大
・
大
学
〉
11
月
10
日
㈯

〈
大
学
院
〉
６
月
10
日
㈰

〈
専
修
学
校
等
〉
12
月
31
日
㈪

問
㈶
交
通
遺
児
育
英
会

　
☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３

　
7
０
１
２
０
‐
５
２
１
２
８
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４（
市
役
所
別
館
３
階
）

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
集

上
野
浄
水
場
を

       

一
般
公
開
し
ま
す

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
水

道
週
間
に
合
わ
せ
て
上
野
浄
水
場

を
一
般
公
開
し
ま
す
。
見
学
は
個

人
、
団
体
ど
ち
ら
も
可
能
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
上
野
浄
水
場
　
☎
㉒
１
２
７
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

      

公
売
物
件
下
見
会

■
と
き
　
６
月
６
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
公
売
予
定
物
件

　
帽
子
、
人
形
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法

　
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

　http://koubai.auctions.

　yahoo.co.jp

※
公
売
す
る
物
件
（
動
産
）
を
直
接

確
認
で
き
る
の
は
、
下
見
会
の
み

で
す
。
ま
た
、
公
売
物
件
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
措
置

申
請
受
付
は
７
月
31
日
ま
で 

　 問 問

問問問

問問

問

問問

問 問

問

問

問 問
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Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
　

受
講
生
募
集

認4-24-44-01-00-0013

■
受
講
期
間
　

　
７
月
11
日
㈬
〜
10
月
10
日
㈬

　
平
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時

■
と
こ
ろ
　

　
ヤ
マ
ニ
ラ
ン
ド
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
亀
川
町
）

■
内
容
　

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
的
な
操
作
方
法
等

■
対
象
　

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申

込
み
を
行
い
、
受
講
が
就
職
に

つ
な
が
る
と
判
断
さ
れ
た
人

②
過
去
１
年
以
内
に
求
職
者
支
援

訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
を
受

講
し
て
い
な
い
人

③
雇
用
保
険
被
保
険
者
で
な
い
人

■
受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
８
４
０
０
円
程
度
が
別

途
必
要
で
す
。

■
募
集
数
　
20
人

※
６
月
21
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
実
施

す
る
、
筆
記
試
験
と
面
接
で
受
講

者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
に
直
接
申

込
み

■
申
込
期
限
　
６
月
14
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

　
☎
㉒
８
６
０
９

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

中
学
生
陸
上
教
室
生
徒
募
集

■
と
き

・
毎
週
火
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
後
５
時
〜
７
時

・
毎
週
土
曜
日
（
大
会
時
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
対
象
　

　
在
学
し
て
い
る
中
学
校
に
陸
上

部
が
な
い
生
徒

■
申
込
方
法
　

　
陸
上
競
技
場
に
備
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
年
会
費
（
１
４
５
０
円
）

を
添
え
て
提
出

※
年
会
費
は
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
で
す
。

問
陸
上
競
技
場
　
☎
㉔
６
９
３
０

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
中
央
公
民
館
内
）

平
成
24
年
咸
宜
園
教
育
顕
彰

事
業
の
募
集

■
内
容
　

　
咸
宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
の
調
査
・

研
究
活
動
の
発
展
に
貢
献
す
る

著
作
物
や
咸
宜
園
教
育
を
テ
ー

マ
に
し
た
個
人
及
び
団
体
が
行

う
普
及
活
動
な
ど
を
表
彰

■
募
集
対
象
　

・
学
術
研
究
部
門

　
咸
宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
、
門
下
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
論
文
・
著
作

な
ど

※
未
発
表
・
既
出
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
既
出
の
場
合
は
原
則
、
公

表
か
ら
３
年
以
内
の
も
の
と
し
ま
す
。

・
教
育
文
化
部
門

　
個
人
や
団
体
等
で
取
り
組
む
咸

宜
園
教
育
の
実
践
や
普
及
・
啓

発
活
動
、
学
校
等
が
行
う
文
化

活
動
や
文
化
芸
術
活
動
な
ど

■
申
込
方
法
　

　
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
等
の
原

稿
を
郵
送

※
枚
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先
　

　
〒
８
７
７
‐
０
０
１
２

　
淡
窓
２
丁
目
２
‐
18
　

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限
　

　
11
月
１
日
㈭
（
必
着
）

■
表
彰
　

・
結
果
発
表
　
平
成
25
年
１
月

・
授
賞
式
・
発
表
会
　

　
平
成
25
年
２
月
23
日
㈯

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
原
則
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８

ま
な
び
の
広
場

「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
」

参
加
者
募
集

□
と
き
　
７
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
大
分
県
立
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
（
別
府
市
）

□
対
象
　

　
小
学
校
３
年
生
〜
６
年
生

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
方
法
　
メ
ー
ル
又
は
往
復

は
が
き
で
申
込
み

□
申
込
期
間
　

　
６
月
17
日
㈰
〜
７
月
８
日
㈰

問
〒
８
７
４
‐
０
９
０
３

　
別
府
市
大
字
別
府
字
野
口
原

　
３
０
３
０
‐
１

　
大
分
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
７
７
‐
２
２
‐
７
７
６
３

「
大
肥
郷
農
業
体
験
塾
２
０
１
２
」

参
加
者
募
集

□
開
催
予
定
日
（
計
５
回
）

　
６
月
24
日
㈰
、
７
月
29
日
㈰
、

９
月
23
日
㈰
、
10
月
21
日
㈰
、

11
月
25
日
㈰

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

□
集
合
場
所
　

　
今
山
公
民
館
（
夜
明
上
町
・
Ｊ

Ｒ
日
田
彦
山
線
今
山
駅
前
）

□
内
容
　

　
時
期
に
応
じ
た
農
作
業
の
体

験
・
収
穫
、
食
の
体
験
な
ど

（
収
穫
し
た
作
物
は
、
一
部
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

□
対
象
　

　
市
内
外
及
び
老
若
男
女
を
問
わ

ず
20
組
（
グ
ル
ー
プ
又
は
家
族
）

※
個
人
参
加
も
可
能
で
す
。

□
参
加
費
（
昼
食
・
お
土
産
付
き
）

・
年
間
通
じ
て
の
参
加

　
　
１
組
３
０
０
０
円

・
１
回
ご
と
の
参
加

　
　
１
組
１
０
０
０
円

□
申
込
方
法
　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
込
み

※
申
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
も
も
は
工
房
　
☎
㉗
７
２
１
１

　
5
㉗
７
２
１
０

　
大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
興
会

　
（
森
山
）
☎
㉘
２
３
３
０

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
講
習
会

□
と
き

　
７
月
７
日
㈯
（
講
習
６
時
間
）

　
７
月
８
日
㈰
（
講
習
４
時
間
と

筆
記
試
験
１
時
間
）

□
と
こ
ろ
　

　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

□
申
込
方
法
　

　
梅
原
火
薬
店
（
大
部
町
）
に
備

付
け
の
申
込
書
で
申
込
み

※
受
講
料
が
必
要
で
す
。

問
梅
原
火
薬
店
　

　
☎
㉒
３
６
１
２

※
６
月
１
日
に
各
世
帯
に
配
付
し
た

「
健
診
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
大
分
県
保

険
者
協
議
会
発
行
）」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

誤
　
日
田
市
役
所
福
祉
保
健
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
保
険
課

正
　
日
田
市
役
所
福
祉
保
健
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
保
険
課

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

タ
ウ
ン
情
報

お
お
ひ
ご
う

問問問

問

問

問

問

大分県人権啓発
イメージキャラクター 
こころちゃん

条例の素案を
作る

市の課題など
を話し合う

条例制定まで
の流れ

条例のたたき
台案を作る

条例の原案を
作る

条例案を作る

市ホームページの自治基本条例の取組ページに、過去
の会議の内容（資料、会議要旨）を掲載しています。
併せて、自治基本条例に関するご意見も随時、募集し
ています。また、市民ワーキンググループ会議は原
則、公開していますので、傍聴を希望する人は企画課
までお問い合わせください。

【問合せ】〒８７７－８６０１　
　　　　（住所記載不要）企画課政策企画係
          　☎２２－８２２７（市役所６階）
　　　　（ＦＡＸ）２２－８３２４
　　　　（メール）kikaku@city.hita.oita.jp

みんなでつくろう自治基本条例 （第８回）

【問合せ】人権啓発センター　☎２２－８０１７（市役所別館１階）

　現在、市民ワーキンググループでは「たたき台」
を作っています。今回は、その中から＜前文＞につ
いてご紹介します。この＜前文＞には、一般的に市
の特徴が盛り込まれることになります。
【前文（案）の抜粋】
・阿蘇、くじゅう山系の山々に囲まれ、豊富な水に
恵まれることから「水郷ひた」と呼ばれていま
す。
・江戸時代には天領として繁栄し、私塾「咸宜園」
を開いた廣瀬淡窓が生まれ育った歴史と伝統文化
のあるところです。
・豊かな自然、歴史、文化を引き継いでいくこと
が、私たちの重要な役割です。
・このまちで暮らす私たち一人ひとりがまちづくり
の主役であり、自然と共生し、暮らしやすい日田
を目指します。

第18回市民ワーキンググループ会議
と　き：６月19日㈫
　　　　午後７時～９時
ところ：市役所７階中会議室

人権コラム　

心、豊かに
市民意識調査報告③

　今回は、「人権侵害と感じた内容とそのときどう対処したか」についての調査結果をお
知らせします。
　「自分の人権が侵害されたと感じた内容」については、グラフ①のとおりです。回答は
「あらぬ噂、他人からの悪口、陰口」が多く、「プライバシーの侵害」「差別待遇」の順と
なっています。
　次に「そのときどう対処したか」についてはグラフ②のとおりです。「何もしなかっ
た、我慢した」が多く、市役所など行政機関等への相談が少ないことから、相談機関と連
携し、市内で開催される相談会等の周知徹底を図っていく必要があります。

[グラフ① 人権侵害と感じた内容（３つまで回答）] [グラフ② そのときどう対処したか（１つ回答）]

あらぬ噂、
他人からの悪口、陰口
プライバシーの侵害

差別待遇
暴力や強要、強制

使用者による労働強制
などの不当な待遇
悪臭・騒音などの公害
による生活妨害
名誉・信用の毀損、侮辱

その他
なんとなく差別されて
いるような感じがした

具体的には、
答えたくない

０ 10 20 30 40 50（％）

家族・親戚に相談した

友人・学校の先生・
会社の上司等に相談した

人権擁護委員等に
相談した

役所などの行政機関に
相談した

弁護士に相談した

自分で処理（解決）した

その他

何もしなかった、
我慢した

０ 10 20 30 40 50（％）



晴天の下で山開き
　４月29日、前津江町の椿ケ鼻ハイランドパークで
第45回津江山系釈迦連峰山開きが開催された。
　山開きでは、山の安全を祈る安全祈願が行われた
後、恒例の餅まきや浦和太鼓の演奏、宝さがしなど
の催しが行われた。
　訪れた人は、登山や会場内でのバーベキューな
ど、自然の中でのひとときを満喫した。

窯元めぐりでにぎわう小鹿田の里
　５月３・４日、小鹿田焼協同組合（柳瀬晴夫理事
長）主催の唐臼祭が、源栄町皿山地域で開催され、
伝統の技法を受け継ぐ10軒の窯元の軒先に器や湯飲
みが並んだ。
　今年で８回目を迎える唐臼祭では、４月にオープ
ンした小鹿田焼陶芸館の開館式典も行われ、訪れた
多くの陶芸ファンでにぎわった。

水郷ひたキャンペーンレディが決定
　日田市の観光ＰＲを行う「２０１２水郷ひたキャ
ンペーンレディ」が、中野綾さん（大山町・写真右）、
梶原美夏さん（田島町・写真左）に決定した。
　観光祭の芸能隊に参加したことがあるという中野
さんは「日田市は自然があふれる町。自然の良さを
ＰＲしたいです」と話した。
　高校・大学に通っている間、日田市を離れていた
梶原さんは「日田に帰ってきて日田の食べ物の美味
しさや人の優しさを実感しました。日田人の魅力を
伝えたいです」と意気込みを語った。
　２人は、２０１１年に選出されたキャンペーンレ
ディ２人と共に、２年間の任期を務める。

看護の心に触れる
　５月９日、市内の19の医療施設で「ふれあい看護
体験」が行われ、市内の高校３年生49人が参加した。
　将来は医療関係に進みたいという日田高校の菅原
綾香さんと菅原枝里さんは、岩尾整形外科病院で看
護体験に参加。患者体験や血圧測定、患者の足を洗
う足浴介助を行い、患者との触れ合いを通じて看護
の心を学んだ。

夢や目標を持とう
　５月14日、理数教育に力を入れる文部科学省の「ス
ーパーサイエンススクール」に指定されている日田
高校で、宇宙飛行士の若田光一さんの講演会が行わ
れた。若田さんは、「はっきりとした目標を持ち、
それに向かって努力してほしい。失敗してもそのこ
とが将来役に立つ。いつかこの中から宇宙活動に参
加する仲間が出てくれればうれしい」と語った。

末綱選手が母校を訪問
　バドミントン女子ダブルスの日本代表としてロン
ドンオリンピックに出場する末綱聡子選手の激励会
が、５月15日、母校の昭和学園高校で行われた。
　激励会では、花束や応援メッセージが書かれた旗
が贈られ、末綱選手は「オリンピックで感動を与え
ることが役目だと思っています。皆さんも諦めずに
チャンスをつかんでほしい」と話した。

カリスマ添乗員、観光親善大使に
　日本旅行のカリスマ添乗員として全国で活躍する
「おもしろ旅企画ヒラタ屋」代表の平田進也氏が
“水郷ひた” 観光親善大使に就任することになり、
５月17日、市役所で委嘱式が行われた。
　平田さんは「日田の隠れた資源は無尽蔵。特に屋
形船や小鹿田焼に魅力を感じます。関西方面の情報
発信源として日田をＰＲしたい」と抱負を語った。

あや

み　か

まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰ
ＩＣＳ 

ＩＮ Ｈ
ＩＴＡ
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H A P P Y
B I R T H D A Y

6

★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

丸の内
子育て支援センター

☎２３－１８９０

ひのくま
子育て支援センター

☎２２－７５６５

チャイルド
プラザ

☎２５－５３００

中央児童館
☎２７－６４０６

　誕生日の記念にお子さん
の写真を載せてみませんか。
応募方法は次のとおりです。

■対象
　８月に誕生日を迎える
　３歳までのお子さん
■掲載人数　20人程度（抽選）
※抽選の結果は、当選者のみ
　にご連絡します。
■申込方法
　下記のいずれかの方法で  
　お申し込みください。
○はがきから
　住所、お子さんの氏名と
　生年月日、保護者名、昼
　間の連絡先の電話番号を
　記入の上、郵送
○ホームページから
　市ホームページ（電子申
　請システムのページ）か 
　ら申込み
○携帯電話から
　下記の２次元コードから
　申込み

※申込みの際は、写真を送付
　する必要はありません。
■申込期限　７月１日㈰
■申込み・問合せ
　〒877‐8601
 （住所記載不要）総務課広報係
☎㉒８６２７（市役所４階）

（平成24年４月30日現在）
□人口　71,100人
       （前月比－32人）
□　男　　33,586人
□　女　　37,514人
□世帯　26,882世帯

日田市の人口

河津喜子ちゃん
（３歳・南友田町）

き  こ
長谷部 柚ちゃん
（３歳・坂井町）

ゆう
手嶋貫太ちゃん
（３歳・夜明上町）

かんた
重松治樹ちゃん
（３歳・吹上町）

はるき
木薮 蓮ちゃん
（３歳・大山町西大山）

れん
相良琥希翔ちゃん
（３歳・財津町）

と  き  と
諌山希童ちゃん
（３歳・財津町）

きどう

の主な催し

月６
●救急講習会
　７日㈭　
　午前10時30分～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　８日㈮
　午前10時30分～
●療育「音あそび」
　22日㈮
　午前10時30分～

天瀬児童館
☎５７－８９２２

●お誕生会・お話し会
　６日㈬
　午前10時30分～
●作って遊ぼう
　13日㈬
　午前10時30分～
●親子で遊ぼう
　・避難訓練
　20日㈬
　午前10時30分～

大山児童館
☎５２－２９０１

●芋の苗植え
　６日㈬
　午前10時30分～
●プレゼント作り
　13日㈬
　午前10時30分～
●おうちの人への
　プレゼント作り
　16日㈯
　午前10時30分～

まえつえ
子育て支援施設
☎５３－２４０９

●絵本の読み聞かせ
　７日㈭
　午前10時～
●お誕生会
　22日㈮
　午前10時～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　26日㈫
　午前10時～

★ヨガ教室
　５日㈫　　
　午前10時～10時40分
●園児とのふれあい
　14日㈭
　午前10時～10時40分
●リトミック
　25日㈪
　午前11時15分～11時45分

★さつま芋の苗を植えよう
　５日㈫（雨天時は７日）
　午前10時～
★子育て講演会
　９日㈯
　午前10時30分～
★トッポンチーノを作ろう
　23日㈯（先着６人）
　午後０時30分～３時30分

●ベビーマッサージ
　13日㈬
　午前11時～
★ベビーヨガ
　18日㈪
　午前11時～
●ジェンと英語で遊ぼう
　19日㈫
　午前11時～

宮木真歩ちゃん
（１歳・朝日町）

ま  ほ
拜木蓮太郎ちゃん
（１歳・淡窓２丁目）

れんたろう
権藤莉々亜ちゃん
（１歳・朝日ヶ丘）

り  り  あ
河野芙羽ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

ふ  うみ  お
武富賢人ちゃん
（１歳・清水町）

けん と
梶原美桜ちゃん
（１歳・天神町）

あいら
秋𠮷藍來ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

川口翔大ちゃん
（２歳・田島１丁目）

しょうた
武石悠華里ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

ゆ  か  り
倉茂諒太ちゃん
（２歳・淡窓２丁目）

りょうた
梶原 碧ちゃん
（２歳・上野町）

あお りく
猪山 陸ちゃん
（２歳・琴平町）

吉長来斗ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

らいと

子育てを応援します!

じどうかん
支 援 施 設
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夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

月 月 日 曜日 所在地 電話 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名 所在地 電話

◯

◯

月 日 病医院名

病医院名

所在地 電話

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

◎
○
印
は
午
前
９
時
〜
正
午

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆救急指定病院　日田中央病院（淡窓２丁目）　☎㉓3181　　　聖陵岩里病院（銭渕町）　　　　　　☎㉒1600
　　　　　　　　済生会日田病院（清水町）　　☎㉔1100　　　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）　☎㉔6270
◆大分県こども救急電話相談　☎097-503-8822又は♯8000（携帯電話、プッシュ回線）
◆こどもの救急ホームページ　社団法人日本小児科学会  http://kodomo-qq.jp

聖陵花月クリニック
若 宮 病 院
坂 東 小 児 科
隈 診 療 所
佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
麻生小児科医院
岩 尾 病 院
隈 診 療 所
こじかこどもクリニック
河津内科呼吸器科
日 野 内 科
福 田 医 院
聖陵花月クリニック
松浦クリニック
桂林胃腸科循環器科病院
佐 藤 内 科 医 院
若 宮 病 院
下 飛 田 小 児 科
膳 所 医 院
こじかこどもクリニック
日 野 内 科
岩 尾 病 院
福 田 医 院
河津内科呼吸器科
聖陵花月クリニック
松浦クリニック
若 宮 病 院
麻生小児科医院
佐 藤 内 科 医 院
隈 診 療 所
下 飛 田 小 児 科
こじかこどもクリニック
麻生小児科医院

坂 東 小 児 科
隈 診 療 所
桂林胃腸科循環器科病院
岩 尾 病 院
佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
松浦クリニック
日 野 内 科
福 田 医 院

清 水 町
南 元 町
誠 和 町
隈１丁目
田島１丁目
本 町
中央１丁目
淡窓２丁目
淡窓２丁目
隈１丁目
清岸寺町
石井町2丁目
天 神 町
清岸寺町
清 水 町
中央１丁目
城町１丁目
田島１丁目
南 元 町
中央１丁目
本 町
清岸寺町
天 神 町
淡窓２丁目
清岸寺町
石井町2丁目
清 水 町
中央１丁目
南 元 町
淡窓２丁目
田島１丁目
隈１丁目
中央１丁目
清岸寺町
淡窓２丁目

誠 和 町
隈１丁目
城町１丁目
淡窓２丁目
田島１丁目
本 町
中央１丁目
中央１丁目
天 神 町
清岸寺町

27 - 5 0 5 0
2 2 - 7 1 7 1
2 2 - 3 3 0 0
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 0 0 3 3
2 8 - 8 7 7 1
2 3 - 8 1 2 3
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 1 6 4 8
2 7 - 5 0 5 0
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 1 2 3 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 1 1 4 8
2 2 - 3 2 9 2
2 8 - 8 7 7 1
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 1 6 4 8
2 3 - 8 1 2 3
2 7 - 5 0 5 0
2 4 - 4 1 5 5
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 0 0 3 3
2 4 - 1 1 4 8
2 8 - 8 7 7 1
2 4 - 2 3 2 3

2 2 - 3 3 0 0
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 1 2 3 1
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 4 - 4 1 5 5
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 1 6 4 8

五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院
原 病 院
城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院

石 﨑 歯 科 医 院
※伊藤歯科医院
小 野 歯 科 医 院
桑 野 歯 科 医 院
アペックス歯科
※樋口歯科クリニック
澤 熊 歯 科 医 院
川 津 歯 科 医 院
※はたの歯科医院
アップル歯科医院

◯

若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目
三本松２丁目
元 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目

23 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1
2 2 - 7 1 5 1
2 3 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1

三本松１丁目
玉 川 町
天瀬町赤岩
隈２丁目
元 町
南 元 町
北友田１丁目
高瀬本町
豆 田 町
亀 川 町

22 - 3 0 4 1
2 4 - 5 7 0 0
5 7 - 2 1 0 2
2 2 - 2 5 5 6
2 2 - 0 0 7 5
2 2 - 8 8 8 1
2 2 - 2 9 0 0
2 4 - 6 3 4 7
2 2 - 7 7 3 6
2 4 - 7 7 1 0

3
10
17
24
1
8
15
16
22
29

6

7

3
10
17
24
1
8
15
16
22
29

6

7

3
10
17
24
1
8
15
16
22
29

6

7

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
1
2
3
4
5

6

7

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

※救急指定病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診により、救急指定病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記の「当
番医」で受診しましょう。

　４月28日、朝日小学校６年生の黒
木広人君と、坂本郁蕗さんが一日図
書館長を務めてくれました。２人は
一日館長に任命された後、本の返却
や貸出業務を体験しました。また、
一般に公開されていない書庫なども
見学・点検しました。

　図書館で予約回数が多かった本を
紹介します。本選びの参考にしてく
ださい。

　現在、「白萩句会」「古文書講読
会」「読書会」等のサークル活動が
行われています。興味がある人は、
窓口でお尋ねください。

一冊でわかる
　　　すべて見える世界遺産
ロム・インターナショナル／編　成美堂出版
従来の世界遺産本とは一線を画し、
ダイナミックなアングル、空撮写真
を中心に、その魅力に迫る。ＣＧや
クローズアップ写真、図解などを多
用し、世界遺産の全容を解説。

イッツ・ア・スモールワールド
アーサー・ビナード／日本語詩
ジョ－イ・チョウ／絵　講談社　
ディズニーランドの「イッツ・ア・ス
モールワールド」がカラフルな絵本
に。楽しいリズムに乗って、世界の子
供たちとつながろう。ウォルト・ディ
ズニー生誕１１０周年記念絵本。

妊婦食堂
妊娠食育研究会／著　ダイヤモンド社
現代の忙しい妊婦さんが１日15分を目
安に、葉酸・鉄分・カルシウムもきち
んととれる「バランス定食」のレシピ
をまとめた書。正しい食習慣が身に付
くチェックシート付き。

淡窓図書館
TEL 22－2497
（FAX 26‐3210）

開館時間：午前10時～午後７時
　　（日曜日は午後６時まで）

今月の新刊。

一日図書館長に就任！

５月のベストリクエストサークル活動に参加しませんか

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

29 3024 25 26 27 28

６月（■…休館日）

図書館

に
行こう

花酔ひ１

蜩ノ記１

途方もなく霧は流れる
１

地層捜査２

マスカレード・ホテル
２

おいでよ！おはなし会
●とき・ところ
　６月９日㈯　午後２時～
　６月23日㈯　午後２時～
　児童コーナー

ひろと いぶき

村山由佳／著

葉室 麟／著

佐々木 譲／著

唯川 恵／著

東野圭吾／著



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
現
在
、
私
た
ち
の
国
で
は
「
少
子
高
齢
化
」
や
こ
れ

に
伴
う
「
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
」「
世
界
的
金
融
危

機
や
円
高
な
ど
を
背
景
と
し
た
景
気
低
迷
」「
厳
し
い
財

政
状
況
」
な
ど
先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
、
社
会
の
仕

組
み
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
打
開
策

と
し
て
、
九
州
市
長
会
で
「
九
州
府
構
想
推
進
計
画
」

が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
九
州
府
構
想
」
と
は
、
九
州
市
長
会
が
道
州
制
の

実
現
を
目
指
し
て
平
成
18
年
に
策
定
し
た
も
の
で
、

「
九
州
・
沖
縄
８
県
で
構
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

「
国
か
ら
の
権
限
移
譲
を
進
め
、
九
州
一
体
で
観
光
振

興
や
社
会
資
本
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
体
制
か
ら
分
権
型
に
移
行

し
、
住
民
に
最
も
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
徴
や
住
民
に
合
っ
た
社
会
を
作
り
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
こ
と
は
、
新
し
い
時
代
に
新
た
な
価
値
観
の
創

造
に
奮
闘
し
た
姿
を
描
い
た
、
司
馬
遼
太
郎
の
歴
史
小

説
と
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ま
さ
に
、「
九

州
府
構
想
」
は
、
時
代
の
坂
の
上
に
漂
う
雲
の
よ
う
で

す
。

　
実
現
に
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
希
望
」
や

「
誇
り
」
を
感
じ
る
未
来
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２

ＨＩＴＡＪＩＮ
ひ　た　じ　ん

　
「
子
供
の
頃
、
こ
の
辺
り
に
は
何
千
、
何
万
匹

も
の
蛍
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
上

宮
町
で
ホ
タ
ル
ま
つ
り
の
実
行
委
員
長
を
務
め
て

い
る
藤
井
安
之
さ
ん
。

　
自
然
豊
か
な
地
域
の
魅
力
を
生
か
そ
う
と
、
町

づ
く
り
活
動
の
一
つ
と
し
て
始
め
た
「
上
宮
ホ
タ

ル
ま
つ
り
」
は
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
、
市
内
外

か
ら
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
蛍
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
上
宮
町
で
の
思
い
出

を
作
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
と
、
地
域
の
み
ん
な
で

企
画
か
ら
準
備
ま
で
を
行
い
、
農
産
物
の
販
売
や

上
宮
太
鼓
の
演
奏
な
ど
地
元
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

祭
り
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
町
づ
く
り
の
取
組
は
、
地
域
住
民
の
積
極
性
や

団
結
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
は
、
若
者
が
積
極
的
に
手
伝

っ
て
く
れ
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
、
自
然
に
そ
う

い
う
環
境
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」

と
藤
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
現
在
も
、
上
宮
町
な
ら
で
は
の
自
然
や
伝
統
を

見
付
け
出
し
、
人
と
の
交
流
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
取
組
を
続
け
て
い
る
藤
井
さ
ん
。

　
「
町
づ
く
り
は
地
域
で
大
切
に
し
て
い
る
自
然

や
伝
統
に
光
を
当
て
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
力
で
、
町
の

魅
力
は
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
す
で
し
ょ
う
。

上宮町／藤井安之さん

地
域
の
魅
力
に
光
を
照
ら
す
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